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第 49 号　（2）平成 29 年 8月１日 議 会 だ よ り

○
税
条
例
の
改
正

　
　
地
方
税
法
及
び
航
空
機

燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
公
布

に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　
　
山
村
振
興
法
第
14
条
の

地
方
税
の
不
均
一
課
税
に

伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
等
を
定
め
る
省
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
公
布
に
伴
い
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従

っ
て
設
置
さ
れ
る
施
設
に

係
る
固
定
資
産
税
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
の
改

正
　
　
山
村
振
興
法
第
14
条
の

地
方
税
の
不
均
一
課
税
に

伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
等
を
定
め
る
省
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
公
布
に
伴
い
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　
　
山
村
振
興
法
第
14
条
の

地
方
税
の
不
均
一
課
税
に

伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
等
を
定
め
る
省
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
公
布
に
伴
い
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
南
部
縦
貫
鉄
道
レ
ー
ル
バ

ス
展
示
施
設
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　
　
南
部
縦
貫
鉄
道
レ
ー
ル

バ
ス
展
示
施
設
に
つ
い
て
、

旧
七
戸
駅
舎
は
南
部
縦
貫

株
式
会
社
の
所
有
・
管
理

す
る
施
設
で
あ
り
、
展
示

施
設
か
ら
除
く
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更

　
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
へ
新
規
事
業
の
追
加
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
第
６
条
第
７
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
変
更
す

る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
29
年
度
補
正
予
算

（
下
記
表
参
照
）

☆
全
会
一
致
で
可
決

　

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

（
除
雪
ロ
ー
タ
リ
（
1.3
ｍ

級
）
交
換
購
入
）

　
　
除
雪
ロ
ー
タ
リ
（
1.3
ｍ

級
）
の
交
換
購
入
契
約
の

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

（
Ｃ
Ｄ
｜

Ⅰ
型
）
購
入
）

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
契
約
の
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
28
年
度
七
戸
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告

　
　
平
成
28
年
度
予
算
の
う

ち
平
成
29
年
度
へ
繰
り
越

し
た
も
の
（
８
事
業
）
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
☆
報
　
　
告

６
月定

例
会

議

案

報

告

追
加
議
案

　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
２
日
に
開
会
し
、
瀬
川
左
一
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の

と
お
り
、
会
期
を
８
日
ま
で
の
７
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
２
日
は
、
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
６
日
は
一
般

質
問
（
２
人
）、
最
終
日
の
８
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

平成２９年度６月補正予算
区　　　分 補  正  額 予 算 総 額

一般会計補正予算

（歳入の主なもの）

・国庫支出金　　△2,150万円

　（社会資本整備総合交付金）

・繰　入　金　 　  5,670万円

　（財政調整基金繰入金）

・諸　収　入   　   1,539万円

　（コミュニティ助成事業助成

　　金等）

・町　　　債 　1億2,080万円

　（道路橋梁整備事業債等）

一 般 会 計 1億7,985万7千円 → 100億1,118万3千円

特

別

会

計

国民健康保険 △150万2千円 → 25億4,487万8千円

後期高齢者医療 14万0千円 → 3億6,363万7千円

介 護 保 険 △185万3千円 → 24億6,459万8千円

公共下水道事業 2,537万7千円 → 4億2,700万3千円

農業集落排水事業 3万0千円 → 6,565万6千円

水道事業会計
 収益的支出　 256万3千円 → 　 3億2,592万8千円

 資本的支出  1,728万0千円 → 　 3億0,082万9千円

一般会計補正予算（歳出の主なもの）

　※４月人事異動による予算組替と職員共済組合負担率改定による増額を除く

　

・商　工　費　　1,229 万５千円　　商　工　費　　  864 万 2 千円（（仮称）（一社）しちのへ観光協会補助金等）他

・土　木　費　　8,093 万２千円　　道路橋梁費　　7,904 万 6 千円（道路改良舗装等工事費等）他

・教　育　費　　8,258 万１千円　　保健体育費　　1,350 万 0 千円（屋内スポーツセンター暖房設備改修工事等）他

・諸 支 出 金　　2,576 万２千円　　特別会計繰出金　　1,840 万 0 千円（公共下水道整備費繰出金等）他



（3）　第 49 号 平成 29 年 8月１日議 会 だ よ り

○
七
戸
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て

　
　
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
委
員
と
し
て
、
新
館

雄
一
氏
、
新
舘
文
夫
氏
、

天
間
弘
臣
氏
、
簗
田
雄
一

氏
、
補
充
員
に
、
藤
賀
慶

二
氏
、
附
田
繁
志
氏
、
天

間
良
一
氏
、
田
中
忠
則
氏

を
選
出
し
ま
し
た
。

　○
労
働
基
準
法
等
改
正
案
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出

　
　
賛
成
６
人
　
反
対
９
人

　
　
　
　
☆
否
　
　
決

○
「
共
謀
罪
」
と
同
趣
旨
の

　

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備

罪
」
創
設
に
反
対
す
る
意

　

見
書
の
提
出

　
　
賛
成
５
人
　
反
対
10
人

　
　
　
　
　
　
☆
否
　
　
決

○
平
成
29
年
度
七
戸
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
４
億
２
２
４
５
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
98

億
３
１
３
２
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

（
水
道
メ
ー
タ
ー
購
入
）

　
　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
購
入

契
約
の
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
　

　
　
教
育
委
員
会
教
育
長
に

神
龍
子
氏
を
任
命
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　

　
　
教
育
委
員
会
委
員
に
附

田
由
喜
枝
氏
を
任
命
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
同
意

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
　

　
　
監
査
委
員
に
野
田
幸
子

氏
を
再
任
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
同
意

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

　
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
仁
和
民
夫
氏
、

附
田
繁
志
氏
、
管
岡
哲
郎

氏
を
再
任
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
同
意

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　

　
　
農
業
委
員
会
委
員
に
小

栗
作
之
丞
氏
、
山
田
正
氏
、

金
見
肇
氏
、
天
間
俊
一
氏
、

天
間
正
大
氏
、
中
村
博
徳

氏
、
工
藤
章
氏
、
附
田
豊

氏
、
楠
浩
幸
氏
、
鳴
海
美

名
子
氏
、
福
村
由
起
江
氏
、

附
田
長
人
氏
、
川
村
正
氏
、

天
間
敏
行
氏
、
佐
々
木
信

幸
氏
を
任
命
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
同
意

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

る
和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

る
和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正

☆
全
会
一
致
で
承
認

　
《
平
成
28
年
度
予
算
関
係
》

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
９
号
）

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
５
号
）

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
　
正
予
算
（
第
５
号
）

　
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
５
号
）

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
５
号
）

　
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

☆
全
会
一
致
で
承
認

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
　

　
　
人
権
擁
護
委
員
に
澤
田

敏
雄
氏
、
江
渡
慶
子
氏
を

推
薦
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

   

　
☆
全
会
一
致
で
同
意

諮

問

報

告

選

挙

議

案

発

議

第
１
回

臨 

時 

会

平
成
29
年
５
月
１
日

臨時会（５月１日）での審議の様子



第 49 号　（4）平成 29 年 8月１日 議 会 だ よ り

代
表
監
査
委
員
に

　

野
田
幸
子
さ
ん　

再
任

教
育
長
に

　
　

神　

龍
子
さ
ん　

就
任

任期満了に伴い監査委員に選任する提案

がされ、全会一致で同意しました。

任期は、平成29年５月17日から

　　　　平成33年５月16日まで

任期満了に伴い教育長に任命する提案が

され、全会一致で同意しました。

任期は、平成29年５月17日から

　　　　平成32年５月16日まで

教
育
委
員
に

附
田
由
喜
枝
さ
ん　

就
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　

仁
和
民
夫
さ
ん　

再
任

任期満了に伴い教育委員に任命する提案

がされ、全会一致で同意しました。

任期は、平成29年５月17日から

　　　　平成33年５月16日まで

任期満了に伴い固定資産評価審査委員に

選任する提案がされ、全会一致で同意し

ました。

任期は、平成29年５月17日から

　　　　平成32年５月16日まで

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　

附
田
繁
志
さ
ん　

再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　

管
岡
哲
郎
さ
ん　

再
任

任期満了に伴い固定資産評価審査委員に

選任する提案がされ、全会一致で同意し

ました。

任期は、平成29年５月17日から

　　　　平成32年５月16日まで

任期満了に伴い固定資産評価審査委員に

選任する提案がされ、全会一致で同意し

ました。

任期は、平成29年５月17日から

　　　　平成32年５月16日まで



（5）　第 49 号 平成 29 年 8月１日議 会 だ よ り

選
挙
管
理
委
員
長
に

　
　

新
舘
文
夫
さ
ん　

就
任

選
挙
管
理
委
員
に

　
　

新
館
雄
一
さ
ん　

就
任

第２回定例会で選挙し、選挙管理委員に

当選されました。第８回選挙管理委員会

において、委員長に就任されました。

任期は、平成29年６月17日から

　　　　平成33年６月16日まで

第２回定例会で選挙し、選挙管理委員に

当選されました。

任期は、平成29年６月17日から

　　　　平成33年６月16日まで

選
挙
管
理
委
員
に

　
　

天
間
弘
臣
さ
ん　

就
任

選
挙
管
理
委
員
に

　
　

簗
田
雄
一
さ
ん　

就
任

第２回定例会で選挙し、選挙管理委員に

当選されました。

任期は、平成29年６月17日から

　　　　平成33年６月16日まで

第２回定例会で選挙し、選挙管理委員に

当選されました。

任期は、平成29年６月17日から

　　　　平成33年６月16日まで

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　
　（
５
月
25
日
）

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
広
報
研
修
会
が
青
森
県

労
働
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
「
議
会
だ
よ
り
」
の
基
本
と
編
集
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
講
師
に
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
な
ど
の
「
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
＆
講
演
」
の
講
師
を
務
め
て
い
る
芳
野
政
明
氏
を

お
迎
え
し
「
住
民
に
読
ま
れ
、
議
会
活
動
が
伝
わ
る
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会広報研修会の様子
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議　

員

　

２
０
１
５
年
12
月
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
で
は
、
化
石
燃
料
依
存
型

シ
ス
テ
ム
を
終
わ
ら
せ
、
脱

炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
す

「
パ
リ
協
定
」
に
世
界
が
合

意
し
た
。

　

福
島
原
発
の
事
故
以
後
、

原
発
に
依
存
し
な
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
さ
は

年
々
増
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
導
入

さ
れ
た
固
定
買
取
制
度
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
、
我
が
町
に

も
太
陽
光
発
電
が
広
が
り
始

め
た
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
よ
う
な

大
規
模
な
施
設
が
つ
く
ら
れ
、

さ
ら
に
は
風
力
発
電
の
計
画

も
あ
る
。

　

し
か
し
、
景
観
、
自
然
保

護
、
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
懸

念
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
町

民
と
相
互
理
解
を
深
め
、
環

境
と
調
和
し
、
地
域
と
共
生

す
る
質
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
が
図
ら
れ
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
太
陽
光
発
電
所
の
位

置
確
認
、
事
業
者
の
把
握
、

緊
急
連
絡
先
は
確
認
さ
れ
て

い
る
か
。

町
　
長

　
一
般
的
に
、
民
間
事
業
者

が
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

す
る
場
合
、
電
力
事
業
者
と

地
権
者
が
合
意
す
れ
ば
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
発
電
場
所
が
山
林
や
農
地

の
場
合
は
、
県
の
許
可
が
必

要
で
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は

町
へ
の
届
け
出
の
義
務
が
な

い
の
で
把
握
し
に
く
い
。

　
固
定
資
産
税
課
税
の
た
め

に
土
地
及
び
償
却
資
産
の
対

象
と
な
る
太
陽
光
発
電
の
所

有
者
に
つ
い
て
、
調
査
し
て

把
握
し
て
い
る
。

　
当
然
そ
の
情
報
は
、
災
害

と
か
関
係
す
る
課
と
共
有
す

る
の
で
把
握
は
で
き
る
。

議　

員

　

環
境
問
題
や
生
態
系
問
題

等
に
つ
い
て
、
業
者
と
の
話

し
合
い
は
さ
れ
て
い
る
か
。

町
　
長

　
大
規
模
な
開
発
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
環

境
配
慮
を
求
め
る
制
度
と
し

て
、環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
環

境
影
響
評
価
法
）
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
影
響
は

想
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
。

　
町
と
し
て
も
、
環
境
保
全

に
関
す
る
独
自
の
規
定
等
を

設
け
て
い
な
く
、
事
前
に
業

者
と
の
協
議
の
場
は
設
け
て

い
な
い
。

議　

員

　

事
業
を
終
了
し
た
際
、
施

設
設
備
の
撤
去
・
解
体
・
廃

棄
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
て
い

る
か
。

町
　
長

　
国
が
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
推
進
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
、

使
用
済
み
太
陽
光
発
電
設
備

の
撤
去
、
運
搬
リ
サ
イ
ク
ル
、

処
分
す
る
際
の
役
割
、
手
続

き
等
を
設
備
の
所
有
者
や
管

理
事
業
者
に
周
知
を
し
て
、

守
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

議　

員

　

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
場

合
、
事
業
に
着
手
す
る
前
に

地
元
住
民
へ
の
説
明
、
町
へ

の
届
け
出
と
協
議
を
す
る
制

度
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
青
森
県
の
環
境
影
響
評
価

条
例
で
も
対
象
外
で
あ
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
町
内
で
設
置

し
て
い
る
大
部
分
は
森
林
で

あ
る
。

　
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
場

合
は
森
林
法
で
全
て
の
環
境

関
係
の
規
制
が
あ
り
、
町
と

し
て
も
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の

制
度
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
。

議　

員

　

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い

て
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
つ

く
り
、
指
導
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
　
長

　
県
も
国
も
一
定
の
規
制
を

か
け
て
い
る
。

　
た
だ
し
森
林
法
で
規
制
が

か
か
ら
な
い
場
所
に
つ
い
て

は
、
町
独
自
で
、
あ
る
程
度

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

議　

員

　

中
部
上
北
事
務
組
合
所
有

の
八
幡
岳
付
近
に
風
力
発
電

事
業
の
計
画
が
あ
る
。

　

一
基
２
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
10

基
ほ
ど
つ
く
る
計
画
が
さ
れ

て
お
り
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
が
４
年
ほ
ど
前
か
ら
行
わ

れ
、
町
民
説
明
会
も
開
か
れ

て
い
る
。

　

風
力
発
電
に
つ
い
て
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
つ
く
り
、

指
導
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
象

事
業
で
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査

を
し
、
規
制
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
よ
く
調
査
を
し

て
、
町
が
や
る
部
分
が
あ
る

の
か
研
究
し
て
い
く
。

佐々木　寿夫 議員

一問一答方式

太陽光発電事業、再生可能エネルギー
発電事業の環境保全対策は

町長

一
般
質
問

町独自でガイドラインの整備を検討

一 般 質 問
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一
般
質
問

教育長

議　

員

　

教
育
委
員
会
定
例
会
の
日

時
と
場
所
の
告
知
方
法
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

青
森
県
教
育
委
員
会
は
平

成
20
年
度
分
か
ら
、
八
戸
市

や
ほ
か
の
教
育
委
員
会
で
は

過
去
５
年
分
の
議
事
録
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
当
町
も
そ
の
よ
う

に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長

　
定
例
会
招
集
告
知
日
に
、

庁
舎
前
の
掲
示
板
で
告
知
し

て
い
る
。
今
の
時
代
に
沿
っ

た
お
知
ら
せ
の
仕
方
を
工
夫

し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
全
国
の
市
町
村
で
議
事
録

を
公
開
し
て
い
な
い
割
合
は

36
％
、
青
森
県
内
は
63
％
。

県
内
で
公
開
し
て
い
る
37
％

の
ほ
と
ん
ど
は
、
市
の
教
育

委
員
会
と
思
わ
れ
る
。
小
規

模
な
地
方
公
共
団
体
が
多
い

こ
と
が
、
青
森
県
の
公
開
率

が
低
い
原
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
当
町
の
教
育
委
員
会
も
職

員
数
が
少
な
い
こ
と
や
事
務

負
担
等
か
ら
こ
れ
ま
で
公
開

で
き
な
か
っ
た
が
、
情
報
公

開
は
必
要
な
の
で
、
限
ら
れ

た
職
員
数
で
で
き
る
範
囲
の

公
開
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
議
事
録
は
年
度
ご
と
に
Ｕ

Ｓ
Ｂ
等
に
整
理
し
て
、
早
い

時
期
に
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
対
応
さ
せ
る
。

議　

員

　

今
年
６
月
で
廃
部
と
な
る

天
間
林
中
学
校
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
を
含
め
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
現
在
の
部
の
編
成

に
至
っ
た
の
か
。

教
育
長

　
統
合
前
の
両
校
に
あ
る
部

活
、
団
体
競
技
、
男
女
の
バ

ラ
ン
ス
、
学
級
数
に
応
じ
た

職
員
数
も
考
慮
し
考
え
た
。

　
新
生
天
間
林
中
学
校
に
配

置
さ
れ
る
職
員
数
は
教
頭
を

含
め
11
人
。
２
人
顧
問
体
制

で
考
え
た
結
果
、
野
球
部
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、

陸
上
部
、
吹
奏
楽
部
の
５
つ

で
再
編
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
両

校
に
な
い
こ
と
と
、
女
子
の

み
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら

廃
部
と
し
た
。

議　

員

　

昼
休
み
に
色
々
な
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
町
内
６
校
に
用
具
を

揃
え
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議　

員

　

天
間
林
中
学
校
の
生
徒
で

小
学
校
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

い
た
生
徒
が
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
場
が
天
間
林
中
学
校
か

ら
遠
く
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
を

や
る
生
徒
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
間

林
地
区
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

に
入
る
児
童
も
減
っ
た
と
聞

い
た
。
在
籍
人
数
の
増
減
は
。

教
育
長

　
平
成
26
年
度
は
37
人
、
27

年
度
と
28
年
度
は
23
人
、
29

年
度
は
８
人
。
練
習
場
所
が

遠
く
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、

何
が
原
因
で
天
間
林
地
区
の

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の
団
員
数

が
減
少
し
た
の
か
、
検
証
が

必
要
だ
と
思
う
。

議　

員

　

町
長
は
、
山
田
桂
一
郎
氏

と
藻
谷
浩
介
氏
の
考
え
を
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

考
え
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　

そ
の
考
え
を
よ
り
多
く
の

町
民
に
共
有
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ

せ
て
い
く
考
え
な
の
か
。

　

両
氏
の
著
書
を
図
書
館
に

置
い
て
い
る
か
。

町
　
長

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
両

氏
に
よ
る
「
し
ち
の
へ
里
山

観
光
特
別
講
演
」
は
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
そ
の
取
り
組
み
、

考
え
方
、
必
要
な
情
報
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
な
が
ら
周
知
を
図
る
。

　
藻
谷
氏
の
著
書
５
冊
を
、

七
戸
中
央
図
書
館
と
中
央
公

民
館
の
図
書
館
に
所
蔵
し
て

閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

議　

員

　

外
国
人
観
光
客
に
英
会
話

で
対
応
で
き
る
状
況
か
。

　

両
氏
の
考
え
を
よ
り
多
く

の
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
中
学
生
が
読
ん
で

も
わ
か
る
よ
う
な
資
料
を
作

成
し
活
用
す
る
考
え
は
。

　

藻
谷
氏
の
講
演
内
容
に
関

連
す
る
授
業
を
参
観
日
に
合

わ
せ
れ
ば
、
保
護
者
と
の
共

有
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
。

町
　
長

　
町
内
在
住
の
外
国
人
を
中

心
に
、
町
歩
き
ガ
イ
ド
の
要

請
や
外
国
人
旅
行
者
へ
の
お

も
て
な
し
を
勉
強
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
サ

ー
ク
ル
を
設
立
し
、
町
民
向

け
の
英
会
話
の
勉
強
会
も
そ

こ
で
実
施
し
て
い
く
予
定
。

教
育
長

　
わ
か
り
や
す
い
表
記
で
資

料
を
作
成
し
、
活
用
し
て
頂

け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
そ
の
授
業
を
参
観
日
に
合

わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
の
授
業
が
行
わ
れ
る
日
時

は
お
知
ら
せ
で
き
る
。

哘　　清悦 議員
教育委員会定例会議事録の公開を

一問一答方式

パソコンで閲覧できるようにする

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
体
制
に

つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
に
つ
い
て
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
５
月
15
日

　
案
　
件
　
①
平
成
29
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
平
成
28
年
度
徴
収
見
込
み
（
税
務
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
税

　
　
　
　
　
務
課
長
よ
り
徴
収
見
込
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

　
　
　
　
　
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
５
月
16
日

　
案
　
件
　
①
平
成
29
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
滞
納
状
況
（
建
設
課
・
上
下
水
道
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
建

　
　
　
　
　
設
課
長
及
び
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
５
月
18
日

　
案
　
件
　
①
平
成
29
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
29
年
７
月
12
日

　
案
　
件
　
学
校
訪
問

　
　
　
　
　
（
天
間
東
小
学
校
・
天
間
西
小
学
校
・

　
　
　
　
　
　
天
間
林
中
学
校
）

　
内
　
容
　
各
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
方
針
や
学
校
、
生
徒

　
　
　
　
　
の
様
子
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
授
業
を
視
察
し

　
　
　
　
　
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
５
月
24
日

　
案
　
件
　
６
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
の
説
明

　
　
　
　
　
を
受
け
た
後
、
会
期
日
程
等
に
つ
い
て
審
議
し

　
　
　
　
　
た
。

　　
開
催
日
　
平
成
29
年
６
月
６
日

　
案
　
件
　
６
月
定
例
会
の
提
出
議
案
の
追
加

　
内
　
容
　
総
務
課
長
よ
り
追
加
議
案
２
件
（
除
雪
ロ
ー
タ

　
　
　
　
　
リ
（
1.3
ｍ
級
）
交
換
購
入
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

　
　
　
　
　
車
（
Ｃ
Ｄ
―

Ⅰ
型
）
購
入
）
の
説
明
を
受
け
審

　
　
　
　
　
議
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
５
月
１
日

　
案
　
件
　
（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち
の
へ
情
報
館
整
備

　
内
　
容
　
商
工
観
光
課
長
よ
り
、
（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち

　
　
　
　
　
の
へ
情
報
館
整
備
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
29
年
７
月
５
日
・
13
日

　
案
　
件
　
議
会
広
報
第
49
号
の
編
集
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
８
月
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」
の
編

　
　
　
　
　
集
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

　
議
会
広
報
編
集
の
際
は
、

研
修
会
で
の
資
料
を
編
集
に

活
用
し
、
討
議
内
容
や
政
策

過
程
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

(

哘)

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
５
月
25
日
の
議
会
広
報
編

集
研
修
会
に
参
加
し
た
。

　
議
会
広
報
の
役
割
は
、
住

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し

関
心
を
高
め
る
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
で
あ
り
、
よ
い
広

報
と
は
、
住
民
が
主
権
者
と

し
て
の
実
を
少
し
ず
つ
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
に
役
立
つ

よ
う
な
内
容
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

編
集
後
記


